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プルーストにおける室内装飾　オデットの「折衷主義」と
ゲルマント公爵夫人の「帝政様式」　
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要　　旨　オデットの室内装飾の趣味は，“ スワンの恋 ” においてはジャポニスムと中国趣味の入り交
じった極東趣味であるが，『花咲く乙女たちのかげに』では，そこに十八世紀風な趣味が混じり始める。
これらのエピソードは，オデットの趣味の不確かさと浮薄さを表すいっぽうで，第二帝政期の「折衷主
義」による室内装飾を思わせる。ゲルマント公爵夫人の場合，“ スワンの恋 ” では嫌っていた「帝政様
式」を『ゲルマントのほう』では賞賛し，『見いだされた時』においては，それを再び嫌う。また，ディ
レクトワール期と第二帝政期に流行した「ポンペイ風」の装飾が，『失われた時を求めて』では，繰り
返し流行するものとして描写される。つまり，「帝政様式」と「ディレクトワール様式」は第一巻と最
終巻を『ゲルマントのほう』を仲介に連関づける。そして，これらのモチーフが間欠的に回帰すること
によって，小説の『時の次元』が支えられるばかりか，ディレクトワール期からプルーストの時代をま
たぐ，一世紀に及ぶ規模を小説に与える。オデットの『第二帝政期風』な趣味もまた，物語に先立つ時
間を小説に与える。

キーワード　プルースト　　室内装飾　　帝政様式

　一方ボードレールの家具はたぶん彼の時代の家具なのでしょうが，「お邸」にわずかなりとも

間違った趣味が入りこむのを許そうとしなかったここ二十年ほどのエレガントなご婦人たちは，

それを手本にしたらよいのです。これらのご婦人は，あれほど一生懸命に到達しようと努力した

様式の純粋性とやらを前にして，次のように考えられたらよいでしょう，「カーテン」を閉ざす

ことのできる寝台（禁断詩編）[ 略 ]，このようなものしか描かなくても，もっとも偉大な，もっ

とも芸術的な作家でありえたのだ，と。（「ボードレールについて」1））

　室内は金利生活者にとって宇宙である。その中で彼は遠方と過去を収集する。彼のサロンは，

世界という劇場の桟敷席である。（ワルター・ベンヤミン『パリ　十九世紀の首都』2））

　ミシェル・ビュトールによれば，『失われた時を求めて』は，冒頭で語り手が順を追って想起

する七つの寝室をめぐる物語である 3）。一方でサロン小説としてこの小説を読むものにとっては，
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サロンをめぐる小説，といえないこともないだろう。サロンの室内装飾は，服飾と同様，しばし

ば詳細に描写され，女主人の個性を表すのに一役買っている。また，この小説の時代背景は第三

共和国の成立から第一次世界大戦後にいたる数十年にわたることから，読者はこの時代のフラン

スにおける趣味の変遷を読みとることができないわけではない。しかし，ポール・リクールが述

べているように，プルーストの小説においては歴史的事実も『フィクション化 4）』されているの

であり，時系列は巧みに乱され，年代はめったに言及されない。プルーストにおける室内装飾に，

プルーストがバルザックの小説に認めるような史的資料としての側面 5）を追求すると，読者は

混乱をまぬがれない。それは別の機能をもっているのだ。この点を明らかにするために，オデッ

トとゲルマント公爵夫人の趣味の変遷に焦点をあてたい。

オデットの折衷主義

　第一巻『スワン家の方へ』は，久しぶりにブーローニュの森を訪れた話者が女たちのファッショ

ンの変化を嘆く場面で終了する。（この箇所は 『そうした複合的なこの森の性格を［略］私は今

年あらためて知るようになった 6）』という一文で始まる。したがって　少なくとも当時の　読者

は第一巻『スワン家の方へ』が刊行された 1913 年頃の出来事であるとの印象を受ける。）少年時

代の話者は憧れのオデット・スワンに出会うためにブーローニュの森に通ったものだった。しか

し時間は流れ今やスワン夫人のように装う女はいない。そして話者はつけくわえる。

　『［略］私はこれらの女性たちの誰かの家に一日を終わりに行くことができたらと思った，［略］

くすんだ色に壁を塗ったとある居間のなかで，たとえばスワン夫人の居間が（この物語の第一部

が終わっている年の翌年には）まだそうであったように，しかも十一月のたそがれの薄くらがり

を通して，菊の花のオレンジ色の火が［略］ちらちらと光っている居間のなかで，そして，私の

求めている快楽をまだ発見することができなかったころの［略］時間にも似た，しばらくの時間

を送ることができたらと思った。しかもいまではそうした時間は，［略］それ自体が十分な魅力

をもっていたと思われるのであった。私は思い出すままにそれをふたたび見出したかった。ああ！

　もはや居室といってはルイ十六世様式の，真っ白に塗られ，青い紫陽花をちらした装飾の居室

ばかりしかないのだった。7）』

　服飾の流行と同様に，室内装飾のそれも時間とともに変化する。過去を哀惜する話者は現在の

流行を拒否せざるをえない。ここで注目したいのは，かつてのスワン夫人の住居はくすんだ色の

壁でそこでは菊が咲いていたのだが，現代の女たちのアパートは真っ白なルイ十六世様式で，青

いあじさいの模様がちりばめられている，と述べられていることである。なぜならこのテキスト

がこれに続く『花咲く乙女たちのかげに』で描かれるオデットのサロンの描写に一致するからだ。

　『［略］スワンはこのサロンを調和に難があると考えていた―というのは，彼がはじめてオデッ

トを知った部屋の趣向をそのままにしてなかば温室風 ，なかばアトリエ風にしつらえていたの
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に，彼女のほうでは，ところせまいまでにならべられた中国趣味の調度を，今は少し「ま
ト ッ ク

がいも

の」くさくもあるし「ちぐはぐ」でもあると感じるようになり，古いルイ十六世様式の絹を張っ

た多くの小さい家具と入れかえはじめたからであった［略］。8）』

　この一文は『花咲く乙女たちのかげに』の時代にオデットの趣味が変化し始めることを示して

いる。“ スワンの恋 ” ののちオデットはスワン夫人となった。そして夫妻の娘のジルベルトに話

者は恋をし，夫妻のアパートに招かれる。オデットのサロンは，スワンと出会った時代の趣味を

完全に失ったわけではない。つまり当時のままに 『なかば温室風，なかばアトリエ風』であり，

中国風の調度品が雑然と並べられているのだが，それらを好まなくなりつつあるオデットはルイ

十六世様式の絹張りの家具に入れ替え始めている。

　第三共和国初期が時代背景であると推測される 9）“ スワンの恋 ” では，オデットのアパートは

雑多な調度品でうめつくされていた。例えば『東洋の織物』『トルコの数珠』『日本の大きな提

灯』『中国の植木鉢カバー』『屏風』『扇』『中国の陶磁器』『日本の絹のクッション』『炎の舌のシ

メール獣』，『銀製のラクダ』『翡翠のカエル』。植物では『蘭』（とりわけ『カトレヤ』）『菊』『ヤ

シ』が好みである。オデットは中国の置物は『おもしろい』形をしており，絹やサテンのような

花びらの蘭を『シック』だと思うとスワンに言う 10）。つまり当時のオデットの趣味は中国趣味，

そして当時大流行したジャポニスム 11）が混在した東洋趣味だった。極東趣味の調度品をところ

せましと飾るのは，第二帝政期には，慎ましい家庭の室内にもみられたようである 12）。ところで，

日本から輸入された菊へのオデットの偏愛は特筆にあたいする。次のテキストから，“スワンの恋”

の時代には，菊の流行は始まったばかりであったが，オデットは菊の温室かと見まがうばかりに

アパートを菊でうめつくしているのがわかる。

　『[ 略 ] 当時はまだめずらしかった大輪の菊の花が，といってもずっとのちになって園芸家が栽

培に成功したものにはとてもおよばなかったが，温室のなかのように一列にならんで咲いてい

た。スワンは前の年から菊に移ってきた流行をにがにがしく思っていた [ 略 ]。13）』

　そしてこの偏愛は『花咲く乙女たちのかげに』では絶頂にいたり「冬
ジャルダン・ディヴェール

の室内花壇」の描写にな

る 14）。プティ・ロベールによると ，これはガラス張りの温暖植物を置くための部屋で，プルー

ストは『ミニチュアの温室 15）』と呼んでいるが，温室と異なり家屋に付随している 16）。このよ

うな特徴が『なかばアトリエ風，なかば温室風』という表現に集約されている。これは第二帝政

期のブルジョアジーに流行した室内装飾のありかたであるといえる 17）。この室内装飾は，支配

階級となったブルジョワジーが万国博覧会の影響を受けて，調度品を収集するようになったこと

と無縁ではない。そして，収集した調度品をところせましと並べるから『アトリエ風』であり，『温

室風』とは「冬の室内花壇」を示す。つけ加えれば，この菊への偏愛もルイ十六世様式の流行と

ともに失われていくことを話者は暗示している。つまり，ルイ十六世様式のサロンにふさわしい

のは一輪のアヤメかバラを挿したクリスタルの花瓶だからである。これはおそらく，ガレやラリッ
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クなどアール・ヌーボー様式の作家によるものだろう―彼らもまた，ジャポニスムからインスピ

レーションをえたのだったが 18）。

　ここでルイ十六世様式について簡単に述べておく。十八世紀半ばにヘラクラネウム（1738 年）

とポンペイ（1748 年）の遺跡が発掘されたのを契機にヨーロッパ的な規模で古代ギリシャ・ロー

マの建築や工芸への関心が高まり，それまでの曲線を描く優雅で軽快なロココ様式から直線的で

壮麗・重厚な様式が好まれるようになる。これを「新古典主義」と呼ぶ。この時代はルイ十五世

時代の末期にあたり，この時代の「新古典主義」を，ロココ様式から「新古典主義」への過渡的

な様式とみなせることから「 移
スティル・ド・トランジッション

行 様 式 」（1750－1774）と呼ぶ。ルイ十六世の時代になると

「新古典主義」がさらに進みジャック＝アンジュ・ガブリエルが単純な直線を多用する巨大な建

築物が造成された。代表作はヴェルサイユのプティ・トリアノンや『花咲く乙女たちのかげに』

でも言及されるコンコルド広場の宮殿 19）である。この様式はフランス大革命後の過渡的な様式

である「ディレクトワール様式」（1789－1799）を経て「帝政様式」（1800 － 1815）を生み出す。

この様式による建築物の室内装飾は当然壮麗でなくてはならず，直角を多用し，古代ギリシャ風

かアラベスクを描く文様が主流となる。だが，1780 年頃から王妃マリー・アントワネットの趣

味を反映し，田園風景やリボンや花など優雅で軽快なモチーフを使用する折衷的な様式も好まれ

た 20）。これを「王
スティル・ア・ラ・レーヌ

妃風様式」と呼ぶ場合がある。オデットが収集する『ルイ十六世様式の絹を張っ

た小さな家具』は純粋な「ルイ十六世様式」ではなく「王妃風様式」なのかもしれないし，「移

行様式」なのかもしれない。なぜなら五十四ページ先でプルーストは『スワン婦人の肘掛け椅子

のルイ十五世様式の絹 21）』と記しているからである。それは次のテキストからも分かる。

　『しかしスワン夫人は，尊敬しているある男友達から，「格
ト カ ー ル

好が悪い」という言葉をききこんだ

ので―それが彼女に新しい視野をひらき，というのはこの言葉は数年まえ彼女が「シック」だと

思っていたもののことをさしていたので―それにあてはまる品々はすべて，菊の支柱に使われた

金塗の格子やジル－の店の無数のボンボン箱や花輪の模様の入ったレターペーパーにつづいて，

つぎつぎにひっこめられてしまった。[ 略 ] そのうえ，壁はまだくすんだ色であり，それがこれ

らの部屋を，もう少しあとでスワン夫人が住む白色のサロンとおよそかけはなれたものにしてい

たが，その芸術家風な無秩序，アトリエじみた乱雑さのなかで，極東はだんだん十八世紀の侵略

を受けて退却しつつあった。そして，私がもっと「楽な」ように，スワン夫人が私の背中にあて

がいながらつみかさねたり，ぽんぽんたたいたりしたクッションは，ルイ十五世様式のブーケを

散らしたもので，以前のように中国の竜の模様ではなかった。22）』

　そのうえ中国の陶磁器はザクセン焼きに，日本風の部屋着は十八世紀のロココ様式の画家ワッ

トー風のガウンにとってかわられている。さきほど『花咲く乙女たちのかげに』の別のテキスト

を引用して，オデットの趣味が変化しつつあることを示した。このテキストはなぜオデットの趣

味が変化しつつあるかを説明していると言える。最初のテキストでは，オデットは中国の調度品

を『ま
ト ッ ク

がいもの』だと思うようになっていた，と書かれているが，ここではそれがある友人から
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それらが『格
ト カ ー ル

好が悪い』と指摘されたからだと分かる。（ちなみに最初のテキストの草稿によると，

プルーストは初め『ま
ト ッ ク

がいもの』ではなく『格
ト カ ー ル

好が悪い』と書いている 23）。）つまり，オデット

は周囲の流行に追随しており，サロンのインテリアから東洋趣味の要素を減らし，ルイ十五世様

式からルイ十六世様式にいたる十八世紀の室内装飾に趣味を移しつつある。この時代のオデット

の趣味は文字通り「 移
スティル・ド・トランジッション

行 様 式 」なのだ。そして先ほど引用した『スワン家の方へ』の最後

の場面から推測すると 1913 年頃にこの移行は完了しルイ十六世様式にいたると想像できるだろ

う。

　またこのような趣味の移行は “ スワンの恋 ” で既にその萌芽がみられることを忘れてはなるま

い。次のテキストはオデットが骨董通のふりをしながらも，実際は全くの無知であることを示す

ものである。

　『［略］一度，自分を招いてくれた女友達のことをスワンに話し，その家の物はみんな「古い時

代の」様式であったといったことがあった。けれどもスワンは，いつの時代であるかをはっきり

言わせるところまではいかなかった。それでも，いろいろ考えあわせたあげく，「中世風」と彼

女は答えた。彼女はこの答えでその家の壁が板張りであったことをほのめかしていた。それから

しばらく経って，彼女はこの女友達のことをふたたび彼に話し［略］つけくわえた，「そのお友

達の家の食堂ったらね…　あの…　十八世紀のものなのよ！」それにまた，彼女は，まるでその

家がまだできあがってはいないかのように，その食堂がむきだしで，みにくいと思っていて，そ

んなところでは女たちも醜悪に見え，そんなところが流行を呼ぶことはないだろう，というので

あった。ついに三度目には，その食堂のことを話し，それを設計した男の住所をスワンに示して，

自分にお金ができたときその男が食堂を設計してくれるかどうかあたってみるために，一度家に

こさせたいといった，もっとも友達の家のような食堂ではなくて，彼女が夢見ているような食堂

であるが，あいにく，彼女の小さな邸宅のひろさでは，ブロワの城館にあるような，背の高い食

器台やルネッサンス式の家具や暖炉を備えた食堂は，むりなのであった。24）』

　これに対してスワンは，ルイ十六世様式を擁護しつつも（『なぜならルイ十六世様式はみられ

なくなったが，それでもすてきでありえるから』），この友人を批判して言う，『その人はルイ

十六世様式に心酔しているのではなく』『贋の骨董品に夢中になっているのだ』と。ここでは三

度にわたってオデットの友人の住宅が話題になったことがわかる。オデットは，一度目はそれは

板張りだから『中世風』だと述べ，二度目は食堂は十八世紀風で飾り気がなく醜い（十八世紀風

の真っ白な壁を指しているのだろう），流行になることはないだろうと批判し，三度目は自分も

同じ建築家による食堂をもちたいと言う。この三度目の会話で暗示されるのは，オデットはブロ

ワ城のようなルネッサンス様式の食堂を夢見ていることだ。

　このテキストは実に興味深い。この時点ではオデットは十八世紀の様式ではなく，ルネッサン

ス様式に憧れを持ち始めている。事実，『花咲く乙女たちのかげに』で，『アンリ二世様式はずい

ぶん長くオデットの理想になっていたものだったが，この様式にもやがて趣味を失おうとしてい



－ 52 －

た 25）』と簡潔に述べられている。それに対するスワンの反応も興味深い。オデットは十八世紀

風の室内が『流行』になることはない，と思うが（その本人が『花咲く乙女たちのかげに』では

十八世紀風の調度品を収集し始めるのだ！），スワンにとって問題は流行ではなく，それが本物

か，なのだ。オデットの趣味は周囲の趣味を参考にすることによって変化し，スワンは事物の真

正さに価値をおく。したがってオデットの趣味の変遷が示すものはまず第一に，オデットの趣味

の不確かさ，そして彼女の浮薄さだと言える。だが，そればかりではない。それは “ スワンの恋 ”

と『花咲く乙女たちのかげに』を結び，時の経過を暗示する。

　ところで歴史的にみると，『花咲く乙女たちのかげに』におけるオデットのサロンの，過去の

さまざまな様式と東洋趣味が混在した雑多な趣味は，七月王政期（1830̶1848）には既にみられ

た 26），第二帝政期の建築・工芸を特徴づける，あらゆる過去の様式の回帰（と東洋趣味の混在）

による「折衷主義」27）に対応している。偶然によるか故意によるかは別にして。この意味で，

最終巻で話者がオデットを『とても “ 第二帝政風 ” なココット 28）』と描写するのは興味深い。オ

デットの趣味は変化するが，変化しつつも『第二帝政風』にとどまる，という意味では変化しな

いのだ。

　オデットの「折衷主義」に関しては，『スワン家のほうへ』の終末に話者が懐かしむ『花咲く

乙女たちのかげに』におけるオデットの着こなしを考えてもよい。こちらは過去の『流行』の

「折衷主義」であるだろう。“ スワンの恋 ” の時代のオデットは当時のベスト・ドレッサーであっ

た 29）。ところが『花咲く乙女たちのかげに』の時代になると，オデットは新しい装いに古い装

いの痕跡を残しているかのように装う。それゆえ一つの時代の全体を表す着こなし，『隠された

伝統が補強する文体』（プルーストにとって『文体の連続性』，つまり文体の伝統は『絶えざる革

新によって』『保証される』ものである 30））に比するもの 31），となる。さらに次のテキストからは，

遠い過去の様式への暗示もみられる。

　『またときとして，コルサージュの青いビロードのアンリ二世風の「スリット」の名残が，黒

サテンのドレスの肩口の軽い袖のふくらみが，1830 年型の「マンシュ・ア・ジゴ」を思わせ，

反対にスカートの内側の軽いふくらみはルイ十五世風の「パニエ」で，それらは彼女のドレスに，

感じなれない程度の，仮装服風なおもかげをただよわせ，現在の生活のかげにとらえがたい過去

の記憶のようなものをほのめかして，スワン夫人の人柄に歴史の，または小説の，女主人公のよ

うな魅力をそえていた。32）』

　プレイヤード版の注によると，このような十六，十八及び十九世紀の流行の混合は，当時に

顕著な装いだったようである 33）。それが話者には過去の時代を想起するものに映る。筆者はこ

れを数世紀をかけて建設されたためにさまざまな様式が混在し，プルーストが時間という第四

次元を持つ，と描写する中世の教会建築 34）に比較したい。そして，この過去を想起する衣装

のテーマは，こののち『フォルチュニーのドレス』とともに「過去の復活」のテーマに結実す
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るだろう 35）。

　したがって，オデットの室内装飾の趣味が過去のさまざまな様式の「折衷主義」であるのと同

様，装いもまた「折衷主義」だといえる。ただし，オデットの室内装飾の趣味が，小説に描かれ

るほかの収集家，スワンやエルスチール 36）のそれのように，知識に裏づけされたよき趣味とは

いえないのにたいして，装いにおける「折衷主義」は新しいもの（『革新』）と古いもの（『伝統』）

によって確立した一つの様式となる 37）ことをつけ加えておく。

ゲルマンと公爵夫人と「帝政様式」

　次にゲルマント公爵夫人の趣味の変遷をみることにする。“ スワンの恋 ” の終盤，サン＝トゥー

ヴェルト侯爵夫人邸の夜会で，ローム大公婦人，のちのゲルマント公爵夫人はフロベルヴィル将

軍に向かってイエナ家が所有する帝政様式の家具を次のように辛辣に批判する。

　『「家具という家具が全部 “ 帝政様式 ” なんですって！」

　「それは，大公夫人，当然のことですよ。祖父母の代の家具ですからな。」

　「それはそうでしょうけれど，だからといってその家具が醜くなくなるものではございません。

　誰もが美しいものをもつ訳ではないことはよく承知していますけれど，せめて滑稽なものだけ

はもちたくありませんわ。いかがでございます？　まるで浴槽のように白鳥の頭がくっついた箪

笥，あのおそろしい様式ほど昔の趣味を台なしにしてしまったもったいぶったブルジョワ的なも

のを私はみたことがありません。」

　「しかしまあ，あの家にはみごとなものがあると思うこともありますよ。たしかあそこには，

モザイクのあの有名なテーブルがあるはずです，その上で条約の調印がなされた，あのなんとか

いう条約の…」

　「ええ！　それはもう，歴史の方から見れば，興味のあるものが数々あることは，申しあげる

までもありません。でもそういうものが美しいとはね…　だって，ぞっとするようなものなんで

すもの！　私だって，そういったものを持っています。バザンがモンテスキウ家から相続した

ものを持っています。でもゲルマントの田舎の物置に入れたままで，誰も見る人はいませんの。

［略］」38）』

　このテキストでは，あのような醜い帝政様式の家具を置いたイエナ家のサロンなど訪問したく

ない，とゲルマント公爵夫人は断言する。ところでイエナ家はナポレオンによって爵位を与えら

れた帝政貴族という設定である。（ここにゲルマント公爵夫人がイエナ家との交際を拒絶する理

由の一つがある。帝政貴族はゲルマント公爵夫人のような古い家系に生まれたものにとって「爵

位簒奪者」でしかないからである。「帝政様式」をブルジョア趣味だと侮蔑するのもそれが原因

だろう。）フォルベルヴィル将軍が，「当然のことです」とイエナ家を擁護するのはそういった理

由である。

　先ほども述べたが，「帝政様式」は第一帝政時代に誕生し，ルイ十六世様式の古代ギリシャ・
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ローマに学ぶ「新古典主義」の流れを受け，さらにナポレオン一世によるエジプト遠征（1798 年）

の影響のもと，ルイ十六世様式同様，直線的で壮麗（ゲルマント公爵夫人の目にはそれが『もっ

たいぶった』ように映るのだろう）だったが，「ルイ十六世様式」や「ディレクトワール様式」

に比べると均一的で調和のとれたものだとされている 39）。その後の王政復古期にもみられ 40），

好まれたモティーフは，スフィンクスのような古代エジプト・ローマ風に加えて（ゲルマント公

爵夫人が指摘するように）白鳥，ライオンといった動物や古代の怪獣などだった。ゲルマント家

もイエナ家と同様に「帝政様式」の家具を相続したのであるが，ゲルマント公爵夫人はそれを『醜

く』『滑稽』だと思い屋根裏にしまい込んである。先ほども述べたように，“ スワンの恋 ” の時代

背景は第三共和国の初期だと推測される。第三共和国は 1870 年の普仏戦争の敗北によって第二

帝政が崩壊したのを契機に誕生した。したがって，第二帝政崩壊直後の鋭敏な感性を持つ（とさ

れる）辛辣な貴族の婦人の反応としては驚くべきことではないかもしれない。（事実フォルベル

ヴィル将軍は言う。『十分にお持ちですよ，あなたは，あのゲルマントの才気を！41）』。）

　ところが，『ゲルマント家のほう』の時代になると，ゲルマント公爵夫人は帝政様式を好むよ

うになる。次のテキストはゲルマンと公爵家の帝政様式の箪笥を褒めたパルム大公婦人に公爵夫

人が述べた台詞である。

　『「美しいでしょう，これは。うれしいわ，奥様のお好みにかなって」と公爵夫人は答えた。「す

ばらしい品物なんですよ。申しあげてしまいますけれど，私は以前からずっと帝政様式が大好き

でしてね，それが流行にならなかったころからですの。おぼえていますわ，ゲルマントでお姑さ

まからたしなめられたのを，それはバザンがモンテスキウ家から相続いたしましたみごとな帝政

様式の家具を全部屋根裏からおろすように私が言いつけて，私の住んでいた一翼の室内をそれで

かざりつけたからですの。」

　ゲルマント氏は微笑した。しかし，彼は覚えていたはずだ，事情はかなり違っていたことを。

［略］

　「イエナ家にはこれとおなじ肘掛椅子でウェッジウッドが象眼をほどこしたものがございます

が，それは美しいんですよ，といっても私の好みは自分のこれのほうですけれど。」と，公爵夫

人は言った［略］。あちらさまは私のもっていないものをいくつももっています。」

　パルム大公夫人は沈黙をまもった。

　「いえ，ほんとうですとも，妃殿下はあちらさまのコレクションをごぞんじないからです。そ

れはもう！　ぜひ一度私といっしょにいらっしゃらなくてはいけません。パリのなかでもっとも

すばらしいものの一つ，生きている博物館のようですわ。」42）』

　パルム大公夫人にとってイエナ家は文字通り『純粋な爵位簒奪者』であり，イエナ家に赴くな

どもってのほかだと知りながら，挑発好きなゲルマント公爵夫人はあえて上のように述べるの

だ。しかも昔から好きだった，と断言するのだ。

　しかしながら，ここで注目したいのはゲルマント公爵夫人の『ゲルマント家のエスプリ』と呼
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ばれる辛辣で挑発的な感性ではない。“ スワンの恋 ” では嫌っていた「帝政様式」をここでは賞

賛している点である。しかも，全く反対のことを述べながら。この様式はさらに『見いだされた

時』の時代にも流行し始める。第一次世界大戦後のゲルマント大公夫人邸のサロンの描写を引用

しよう。かつて公爵夫人はサン＝トゥーヴェルト侯爵夫人邸で帝政様式を批判したが，このテキ

ストに見られる女性はそのサン＝トゥーヴェルト侯爵夫人の甥の息子の妻である。

　『帝政風の小さな一つのサロンでは，［略］ミネルヴァにささえられた大姿見のかたわらに寝椅

子が一脚，壁と直角にのべられているのが見られたが，その内側がゆりかごのように湾曲してい

るその椅子に一人の若い女が寝そべっていた。その懶惰なポースは［略］帝政風ドレスの目をう

ばう輝かしさと対象をなしていた［略］もっともありうるのは，彼女は美しい赤い絹服がじまん

で，長椅子に横たわっているのがレカミエ夫人風の効果をあげていると考えていたということだ

ろう。［略］サン＝トゥーヴェルトという名と赤いフクシャ色の絹の帝政様式とが花咲いている

このゆりかごのなかで，彼女がゆすっていたのは時なのである。その帝政様式について，ゲルマ

ント夫人は，ずっと今までこの様式をきらっていた，と言明するのだった，それは今もきらって

いるという意味だった，なぜなら，彼女は流行を，それも遅れをとりながら，追っていたから，

それはたしかだった。43）』

　まず注目すべきは，このテキストが「サン＝トゥーヴェルト」という名と「帝政様式」によっ

て，『ゲルマント家のほうへ』を仲介に，小説の第一巻と最終巻を結ぶことだ。次に「帝政様式」

が再び流行していることがわかることに注目したい。だが，ゲルマント夫人は昔からそれが『大

嫌い』だと述べる。なぜなら話者によれば，ゲルマント公爵夫人は『流行に遅れながら流行を追っ

ている』からである。つまり『ゲルマント家のほう』ののち，ゲルマント公爵夫人は「帝政様式」

を時流を追って再び嫌うようになり，『見いだされた時』ではこの様式の流行は最先端すぎて追

いつけない。（したがってこののちまたゲルマント公爵夫人のこの様式への評価が変わるであろ

うと読者は想像できる。）つまり，『失われた時を求めて』の小説空間全体を通しては，「帝政様式」

が『ゲルマントのほう』の時代と『見出された時』の時代の二度にわたって流行しているといえる。

ただし，ここで注意したい点がある。ここで引用されている「レカミエ夫人」は帝政期ではなく

ディレクトワール期にサロンを開いていたことである。プルーストも第一次大戦中のパリをディ

レクトワール期に比較しつつ「レカミエ夫人」の名を引用している 44） 。つまり，プルーストが（故

意に？）「帝政様式」とその先駆的様式である「ディレクトワール様式」を混同している可能性

がある。

　これらゲルマント公爵夫人と「帝政様式」及び「ディレクトワール様式」のエピソードは，

十九世紀から二十世紀の初頭にかけてこの様式が繰り返し流行したことに，プルーストが関心を

持っていたことを示す。たとえば “ コンブレー ” における，パリのアドルフ叔父の書斎の描写を

引用しよう。
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『［略］ついで私たちは叔父のいう「仕事」の部屋にはいる，その壁には何枚かの版画がかけられ，

馬車を走らせたり，地球に乗ったり，額に星をいただいたりしている肉づきのよい，バラ色の女

神が黒地に描かれていたが，それらはポンペイ風だというので第二帝政期に好まれ，やがて見向

きもされなくなり，それからまた，まえと同じただ一つの理由，ほかにいろんな理由はあげられ

ても結局は第二帝政期風だという理由で，ふたたび好まれるようになったものなのである。45） 』

　この第一次世界大戦直前の 1913 年に発表されたテキストによると，ポンペイ風の版画は第二

帝政期に流行し，その崩壊とともにすたれ，次に第二帝政風だからという理由で再び流行した，

というのである。第二帝政期に流行した「ポンペイ風」について説明を加えよう。先ほど述べた

ように，1748 年のポンペイの遺跡の発掘が「移行様式」から「帝政様式」にいたる新古典主義

の流れを生みだした。「ポンペイ風」はとりわけ「十六世様式」と「帝政様式」への過渡期にあ

たる「ディレクトワール様式」の時代に好まれた。『見いだされた時』の第一次世界大戦に関す

るテキストでは，ジュピアンの男娼館の壁に『ポンペイ風の絵画』がかかっているのだが，これ

に関して話者がこれらの絵は『フランス大革命末期を想起させるという点で，これから始まろ

うとしていたディレクトワール期に似た時代にふさわしかった 46）』と述べているのが示す通り，

プルーストがディレクトワール期の「ポンペイ風」の流行に精通していたのは間違いない 47）。「ポ

ンペイ風」はその後第二帝政期の「折衷様式」の時代に復活し，マチルド皇女の弟ナポレオン・

ジョゼフ・シャルル・ポール・ボナパルトは「ポンペイ風の邸宅」をパリのモンテーニュ大通り

に建設している 48）。したがって，『失われた時を求めて』という小説空間全体を通してプルース

トが暗示するのは，「ポンペイ風」というディレクトワール期に好まれたモチーフが第二帝政期

に復活し，第二帝政の崩壊とともにすたれ，それがそののち「第二帝政期風だから」という理由

で復活し，その後，ディレクトワール期を想起させる大戦中にまた「ポンペイ風」が復活し，大

戦後の『見いだされた時』のゲルマント大公夫人のサロンで，「帝政様式」に移行する，という

ことになる 49）。

　『失われた時を求めて』において「ディレクトワール様式」と「帝政様式」のがこのように反

復してあらわれる点に関しては，衣装の変化がどのように描写されるかを考えるとより興味深

い。先ほど 1913 年頃が時代背景になると思われる『スワン家のほうへ』の最終部で，話者が，

服飾の流行が変化したことを嘆いていると述べた。では話者による 1913 年頃の服飾とはどのよ

うなものだろうか？

　『スワン夫人が身にまとって女王のように歩いたさまざまの美しいドレスに，グレコ＝ザクセ

ン型のチュニックがとってかわり，それはプリーツのおかげでタナグラの彫像に似ており，また

ときには，ディレクトワール様式で，壁紙のように花模様を散らしたリバティ・シフォンのよう

だった。50） 』
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話者によると大戦直前にはギリシャ風の「ディレクトワール様式」のドレスが流行していたらし

い。ここで言及される，『タナグラの彫像』とはギリシャのタナグラという町で 1870 年代に発見

された彫像で，1908年頃タナグラ風のドレスが流行したことを暗示している 51）。『ディレクトワー

ル様式』の特徴は古代ギリシャ・ローマのドレスの模倣にある。『グレコ・ザクセン型チュニッ

ク』がギリシャ風なのは言うまでもない 52）。事実，当時ポール・ポワレによってディレクトワー

ル期と第一帝政期を想起させるストレートなラインのドレスが考案され流行した 53）。そして『見

出された時』では，大戦後のパリで「帝政様式」のドレスが流行している。先ほど引用したゲ

ルマント大公夫人のサロンの描写に戻ろう。「帝政様式」のサロンで「帝政様式」のドレスをま

とった若い婦人がレカミエ夫人を気取って休んでいる。ゲルマント公爵夫人は言う，『すべての

流行はふたたびもどってまいります。衣服も，音楽も，絵画も。54）』筆者はここにつけくわえたい，

室内装飾の流行もまた回帰すると。

過去の回帰と『時の次元』

　ここまでの分析で興味深いのは，オデットの極東趣味をのぞくと，室内装飾が過去の様式の回

帰として描かれることである。王政復古以降，「歴史主義」が建築と室内装飾を支配したのであ

り，ロマン主義の時代の「ネオ・ゴチック」に始まり，帝政様式までのあらゆる様式の回帰，あ

るいは第二帝政期にみられたように，「折衷主義」が主流だった。十九世紀末になってアール・

ヌーヴォーが誕生するまでは 55）。あたかも革命以後のフランス社会が過去との連続性について

自問を繰り返したかのように。したがって『失われた時を求めて』の室内装飾の描写は歴史的事

実を反映しているといえる。だが筆者はここで小説の構造との関係を指摘したい。先ほど，『サ

ン = トゥーヴェルト』の名と「帝政様式」が，『ゲルマント家のほうへ』を仲介にして，小説の

第一巻と最終巻を結ぶと述べた。同様に，「ポンペイ風」もまた第一巻のアドルフ叔父の書斎か

ら最終巻の大戦に関するテキストを結ぶ。「ディレクトワール様式」しかり。これらは物語の上で

は『脱線56）』に過ぎない。しかしながら小説の時間的構造を支えている。

　次の『花咲く乙女たちのかげに』のテキストで，話者はヴァントゥイユのソナタに関連して，

時間の中で実現されるものごとの全体像をつかむことの難しさについて述べる。

　『［略］私がソナタをはじめからおわりまできいたときでも，［略］このソナタの全貌はほとん

ど私に見さだめられないままで残った。そこから，そうした作品の認識にメランコリーがむすび

つくのであって，時間のなかで実現されるものの認識はすべてそうなのである。ヴァントゥイユ

のソナタのなかにもっとも奥深く秘められた美が私に明らかになったとき，はじめに認めてた

のしんだ美は，私の感受性の範囲外へ習慣によって運ばれ，私を離れ，私から逃げだしはじめ

た。私はこのソナタがもたらすすべてを時間をかさねてつぎつぎにでなければ好きになれなかっ

たのであって，一度もソナタを全体として所有したことがなかった。このソナタは人生に似てい

た。57）』
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　人生同様，音楽は時間のなかで実現される。だから一度に全体を把握することはできない。こ

れは『囚われの女』における次のヴァントゥイユの七重奏の終盤部の描写に結びつけて読むべき

である。

　『例のソナタのしかじかのフレーズが何度も立ちかえってくるのだが，そのたびにリズムと伴

奏がちがっていて，変化して立ちかえる，人生において何度も立ちかえる物事に似て，同じであ

りながら，しかし異なっているのだった。58）』

　つまりソナタにみられたいくつかのフレーズ（『モチーフ 59）』）が，七重奏では変化しながら

繰り返しあらわれまた消えるのだ。先ほど，ヴァントゥユのソナタは人生に似て，その全体像を

つかむことができないと述べた。ここでは人生におけるように（例えばジルベルトへの愛がゲル

マント公爵夫人への愛，続いてアルベルチーヌへの愛として繰り返されたように），同じモチー

フが繰り返されることによって七重奏が完遂するのである。この，ソナタから七重奏への，小品

から傑作への変化 60）は，実は『楽しみと日々』，あるいは『ジャン・サントゥイユ』から『失わ

れた時を求めて』への変化を暗示しているのではないだろうか？　これら二つの習作はすでに『失

われた時を求めて』の主要なモチーフを含んでいた。そこに欠けていたもの，それは，小説の終

盤にプルーストが話者に発見させる，それにしたがって『人生が実現される時の次元』，『過去を，

過去が現在であった当時のまま現在によみがえらせる記憶が抹殺してしまう時の次元61）』である。

つまり，『ジャン・サントゥイユ』における無意識的記憶の発見のみでは不十分なのだ。もう一

度上に引用したヴァントゥイユのソナタと七重奏の描写を読もう。ソナタが七重奏に変化を遂げ

るのは，同じモチーフが，人生におけるエピソードと同様，変化しながらも繰り返し現れること

によってである。それでは，『失われた時を求めて』においてこのモチーフと同じ役目を果たす

ものは何かといえば，繰り返し小説に現れるさまざまな間欠的なテーマである。これらは小説の

『時の次元』の骨組みを支える。しかも，「帝政様式」のテーマは，ディレクトワール期からプルー

ストの時代にいたる一世紀をまたぐ規模，物語の時間の枠を超える時間を『時の次元』にあたえ

ることになる。オデットの趣味あるいは無趣味のテーマも同様である。オデットは『見いだされ

た時』においてもなお，『第二帝政期風のココット』であり，読者に時代錯誤の印象をあたえる。

それが『時の次元』を構成するのに役立っている。事実リュック・フレスが指摘するように，オデッ

トと彼女の趣味は，読者に，フローベールの『感情教育』のロザネットを喚起するのだ 62。それ

によってプルーストの時代に先立つ時間にまで『失われた時を求めて』の時空間がのびてゆく。『失

われた時』とは，実は話者一人の時間ではなく，このような，誤解を恐れずにいえば，歴史的規

模をもった時間でもあったのだ。

注

『失われた時を求めて』はプレイヤード版（略記号は RTP）を使用した。日本語版は井上究一郎訳（筑摩書房）

を用い，適宜変更を加えさせていただいた。



－ 59 －

1）Contre Sainte-Beure，Éditions Gallimard, «Bibliothéque de la Pléiade»，1971（略記号は CSB）， p. 

628-629.　翻訳は鈴木道彦訳（『プルースト全集 15 巻』，筑摩書房，1986 年）によった。

2）ベンヤミン・コレクション I，浅井健次郎編訳，久保哲司訳，筑摩書房，1995 年，343 ページ。

3）BUTOR， Michel， « Les sept femmes de Gilbert le Mauvais »， in Répertoire IV， Paris， Éditions de Mi-

nuit， 1974， p. 293-322.  

4）RICŒUR， Paul， Temps et récit， Paris， Éditions du Seuil， édition de poche， 1985. t. III， p. 230.

5）« Sainte-Beuve et Balzac »， in CSB， p. 290.

6）RTP， I， p. 414.

7）RTP， I， p. 418-419.

8）RTP， I， p. 531.

9）例えば次の論文では 1879 年から 1881 年と推測されている（HACHEZ， Willy， « La chronologie d’À la 

recherche du temps perdu et les faits historiques indiscutables »， in BSAMP， n° 6， 1956， p. 364-365）。

10）RTP， I， p. 216-218.

11）十九世紀後半のフランスにおけるジャポニスムの流行は周知の通りであり，プルーストも無関心ではな

かった。遅くとも 1890 年にはジャポニスムに興味を示していた，というのもこの年，ストロース夫人に

菊を贈っており，しかも当時プルーストが書いたテキストにはジャポニスムへの暗示がみられるからであ

る（FRAISSE， Luc， Proust et le japonisme， Strasbourg， Presses Universitaires de Strasbourg， 1997， p. 

30）。また，鈴木順二が明らかにしたように，プルーストは鈴木春信の浮世絵『御手洗（みたらし）』をエ

ドモン・ド・ゴンクールの死後（1896 年）に行われた彼のコレクションの競売で購入している（鈴木順

二 « Marcel Proust et la collection d’art japonais des Goncourt »，『慶応大学日吉紀要（フランス語フラン

ス文学）』，20 号，1995 年，p. 111-115）。また，プルーストの菊への好みにはピエール・ロティのベストセラー

『お菊さん』（Madame Chrysanthème，1897 年刊行）の影響を認めるべきだろう。

12）BARRIELLE， Jean-François， BOISSET， Jean-François， CASTIEAU， Thérèse， DION-TENENBAUM， 

Anne， LOZE， Pierre， et NOUVEL， Odile， Les Styles français， Paris， Flammarion， 1998， p. 318.

13）RTP， I， p. 217.

14）RTP， I， p. 585-586.

15）JF， I， p. 582.

16）ロンドンでは 1851 年のクリスタル・パレスに代表されるようにガラス張りの建築が流行し，パリでも

1855 年のパリ博のおりにロンドンでの流行を受けて（『花咲く乙女たちのかげに』で言及される）『パレ・

ド・ランデュストリー』が建設されている。（これは 1897 年から 1900 年に破壊され，現在のグラン・パ

レとプティ・パレが建造された。）「冬の室内花壇 0」もこの流れのなかに位置するのだろう。

17）MEUNIER， Claude， Le Jardin d’hiver de Madame Swann. Proust et les fl eurs (Paris， Éditions Grasset 

& Fasquelle， 1995) を参照のこと。この流行が十九世紀の文学に及ぼした影響に関しては HAMON， Phi-

lippe， « La ruine et les serre » (in Expositions, littérature et architecture au XIXe siècle， Paris， Librairie 

José Corti， 1989， p. 55-94) を参照のこと。

18）Les Styles Français， op.， cit.， p. 336.
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19）RTP， I， p. 480.

20）Les Styles français， op.， cit.， p. 165-199.

21）RTP， I， p. 585.

22）RTP， I， p. 604-605.

23）RTP， I， p. 1382.

24）RTP， I， p. 240-241.

25）RTP， I， p. 496.

26）Les Styles français， op.， cit.， p. 267-268. この時代には，それまでの「新古典主義」的潮流と王政復古期の「ネ

オ・ゴチック」から，ルネッサンス様式，ロココ様式，ルイ十四世様式へと関心が移った。

27）Les Styles français（op. cit.， p. 303-304）を参照のこと。なお，スワン夫人の住居は同じ著作に述べられ

るマチルド皇女（1822 － 1904）のそれを思わせないこともない。ただし，プルーストによるマチルド皇

女のサロンに関する記事には残念ながら室内装飾の描写は見られない（CSB， p. 445-455）。したがって，

筆者はマチルド皇女のサロンがモデルになっていると主張するものではない。プレイヤード版の注によ

れば，むしろルイザ・ド・モルナンの趣味を参考にしているようである（RTP， I， p. 1212， note 3 de la 

page 241）。

28）RTP， IV， p. 464.

29）RTP， I， p. 194.

30）CSB， p. 645.

31） RTP， I， p. 608.

32） RTP， I， p. 610. ここで暗示される小説の女主人公とはバルザックのそれかもしれない。フォルチュニー

のドレスをバルザックの女主人公たちがまとうドレスに比す，『囚われの女』におけるテキストを参照の

こと（RTP， III， p. 543）。

33）RTP， I， p. 1421， note 1. プレイヤード版の編者は次の著作を参照している。Histoire du costume， Pa-

ris， Flammarion， 1965， p. 396).

34）RTP， I， p. 60.

35）RTP， IV， p. 225-226.

36）RTP， I， p. 239.  

37）アンナ・ファヴリションはオデットの装いは流行からはなれ時間から自由になることで芸術の域に達し

たと論じる（FAVRICHON， Anna， Toilettes et silhouettes féminines chez Marcel Proust， Lyon， Presses 

universitaires de Lyon， 1987）。とりわけ 110 ページを参照。

38）RTP， I， p. 333.。

39）Les Styles français， op.， cit.， p. 301-303.

40）王政復古期の建築家や工芸家にはルイ十六世時代の末期から帝政時代に修行したものが多かったからで

ある（Les Styles français， op.， cit.， p. 243）。

41）RTP， I， p. 334.

42）RTP， II， p. 807.
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43）RTP， IV， p. 601-602.

44）RTP， IV， p. 301.

45）RTP， I， p. 72.

46）RTP， IV， p. 416.

47）多くの歴史家が大戦中のパリの風俗をディレクトワール期のそれに比している。たとえば次の著作を

参照。PERREUX， Gabriel， La Vie quotidienne des civils en France pendant la Grande Guerre， Paris， Ha-
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た時』ではこの著作への暗示がみられる（RTP， IV， p. 302 及びその注を参照のこと）。

48）Les Styles français， op. cit.， p. 311.
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ンペイは，まず第一に，その性的放埓が原因で天の火によって焼かれたソドムと結びつくことである（RTP， 

IV， p. 385-386 et p. 412）。

50） RTP， I， p 417.

51） プレイヤード版の注（RTP ， I， p. 1280）及びフラマリオン版の注（éditions établies sous la direction de 

Jean Milly， Paris， Flammarion， 1987， p. 627）を参照。

52） この文はドンシエールのサン＝ルーの十八世紀風の寝室の壁紙（『リバティー織の壁布と十八世紀ドイ

ツの古い室内装飾布』）（RTP， II， p. 373）を思わせないこともない。したがって『グレコ＝ザクセンのチュ
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もしれない。

53） RUPPERT， Jacques， DELPIERRE， Madeleine， DAVRAY-PIEKOK， Renée et GORGUET-BALLESTE-

ROS， Pascal， Le Costume français， Paris， Flammarion， 1990， 1996， p. 291-292.

54）　RTP， IV， p. 588.

55） Les Styles français， op.， cit.， p. 353-354.

56） 用語は次の著作による。BAYARD， Pierre， Le Hors-sujet. Proust et la digression， Paris， Éditions de 

Minuit， 1996.

57） RTP， I， p. 521.

58） RTP， III， p. 763.

59） RTP， III， p. 764.

60） RTP， III， p. 767.
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<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


